
目指す学校像

重点目標

学　　　校　　　自　　　己　　　評　　　価 学校運営協議会での評価

　 　　　　　　　　　年　　　　　度　　　　　目　　　　　　標 実施日　令和５年２月１３日

職員 保護者

1 学校教育目標「自立と貢献」の実現を目指し、生徒の育成に努めている 92 95.8

2 小学校との連携を推進し、小中一貫教育に努めている 80 79.5

3
学習内容が身につくよう、学習規律を定着させ、わかりやすい授業、
楽しい授業をしている

96 90.8

4 生徒が家庭学習に取り組めるよう指導している 99 89.2

5 保護者・地域に学校の取組や教育活動を伝えている 100 93.7

6 家庭への連絡や相談など、意思疎通を図ろうとしている 100 91.9

7 生徒がだれとでも仲良く生活し、いじめや不登校がないよう努めている 100 91.1

8 学級活動や生徒会活動、学校行事などを通して、生徒の心の育成をしている 96 96.9

9 校舎内外の施設設備などが安全に使用できるようにしている 96 95

10 生徒に登下校時の交通安全など、安全安心な学校づくりに努めている 96 87.8

※達成度　「A」ほぼ達成(8割以上)     「B」概ね達成(6割以上)　  　「C」変化の兆し(4割以上)       「D」不十分(4割未満)

・定期点検を確実に実施できた。
２階以上の窓には、全て転落防
止用のストッパーを設置した。修
繕箇所にも適切に対応ができた。
・定期的な自転車点検を確実に
実施することができた。また、事前
予告をせずに避難訓練を実施
し、安全な行動への意識を高める
ことができた。

Ｂ

・複数の目による確実な定期点検
を今後も実施し、安全安心を第一
に、潤いのある環境を整える。
・繰り返し交通安全指導を行い、
安全意識の一層の向上を図る。ま
た、避難訓練の実施方法等を工
夫し、形骸化しないように努める。

・校舎内外が常に整備されており、よく点検されてい
ると感じる。引き続きよい環境を維持するために、複
数の目で整備できればよいと思います。
・学校施設設備のバリアフリー化も必要であると思う。
・避難訓練では予告しない行動も大切である。訓練
の形骸化を防ぐために、第3者の目も必要だと思う。
・交通安全指導を徹底し、今後も大きな事故の未然
防止に努めてほしい。本校の生徒には、ぜひ模範的
な自転車運転ができることを期待している。
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・体育祭では、一人ひとりが自分のやるべきことに懸
命に取り組み（自立）、自分のクラスや団の仲間と協
力して戦う姿勢（貢献）に感動した。開会式での規律
正しい行動が大変良かった。学校全体で一致団結し
て練習に励んだ様子がよくわかった。
・小中一貫教育については、校舎が別々ということも
あり実感がないのかと思われる。行事等において連
携し、つながりを具体的に見せる機会があるとよい。
課題を明確にし、継続した取り組みが必要である。

・埼玉県学力・学習状況調査から
学習の効果を高めるために行う
活動を視点にした授業研究会を
年３回実施し、生徒の学び合いが
増えた。また、タブレット端末の活
用方法に広がりがみえた。
・生徒主体の自主学習推進キャ
ンペーン等により意欲を高め、家
庭学習の習慣化を図った。

Ａ

・生徒同士が学び合う機会を大切
にするとともに、学力向上に相関
の高い活動の研究を進め、一層
の授業改善に努める。
・家庭への発信を工夫し、生徒自
身が主体的に学びに向かう支援
をしていく。

・どの授業を見ても生徒が落ち着いて授業に取り組
んでいる姿に好感が持てる。今後も学び合う場面を
授業に取り入れることで、生徒に学ぶ楽しさを味合わ
せてほしい。探求心を育てる授業を期待する。
・授業研究会は質の高い授業を実現するために、今
後も継続してほしい。
・自主学習推進キャンペーン等により学習意欲を高
め、家庭学習の習慣化を図ることは、とてもよい取り
組みだと思う。

・定期の便りやメール配信とともに
コロナ禍の制限が緩和され、行事
等保護者の参観する機会を増や
すことができ、情報発信について
は概ね高評価をいただくことがで
きた。
・保護者、地域の声を誠実に受け
止め、迅速な対応に努めた。

Ａ

・保護者が参観できる機会を増や
すとともに、学校の様子が伝わる
ように各種便りやメールでの配信
を工夫していく。
・保護者、地域の声を丁寧に傾聴
するとともに、学校全体で共有し、
真摯に対応していく。

・様々な内容を伝える学校だよりを楽しみにしてい
る。教員の中学生時代の思い出や紹介記事があると
より興味を持ってもらえるのではないかと思う。個人
情報に配慮しながら、ホームページでも学校生活が
広報されている。卒業生の高校生活や活躍を伝える
ことで、進路選択の一助となると思う。コロナ禍にお
いても工夫した教育活動が伝わった。
・細やかな連絡、対応に感謝する。学校で「できるこ
と」と「できないこと」はしっかりと伝える必要はある。

・いじめアンケー
ト、生活アンケート
の実施による実態把
握
・生徒が主体となり
活躍できる行事の実
施

・各種便り、メール
等による情報発信
・学校公開の実施
・共感と傾聴を大切
にした三者相談の実
施

・3年生の模擬面接では、多くの生徒から友達を想う
言葉や先生を信頼しているとの言葉があり、よい人間
関係ができていることを実感した。
・自信をもって元気に挨拶ができるようになってほし
い。
・個性、多様性を認める教育の成果が表れているよう
に思う。外部講師を招いての道徳や人権教育を実施
し、保護者も共に学ぶ機会を設けることもよいと思う。
・生徒と共に過ごす時間を大切にし、温かな見守りと
見届けが生徒にとって大切なことだと感じている。

・施設設備の月点
検、日常点検の実施
・定期的な自転車点
検や学期末ごとの交
通安全指導、年度当
初の交通安全教室の
実施

できないをできるに変え、夢ある未来を拓く学校

１）主体的・対話的で深い学びによる学力の向上　２）コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の推進　３）授業力・指導力の向上　４）生徒指導・教育相談の充実　５）特別支援教育の推進　

・学校教育目標を具現化するた
めに各種行事や教育活動との関
連を意識し、実施するよう努め
た。
・小中の合同研修会を年３回実施
し、各教科等において、内容の構
成を確認し、９年間を見通した指
導計画の作成に着手できた。

Ｂ

・各種行事や教育活動の目的と
学校教育目標のつながりを一層
明確にし、実践を積み重ねる。
・９年間を見通した系統性のある
指導の充実を目指す。また、学校
運営協議会、地域学校協働本部
と連携し、小中の子供たちの交流
を図る。

・生徒とともに過ごす時間を大切
にし、温かな見守りと見届けに努
めた。登校の安定しない生徒の
支援者として、面談や家庭訪問を
実施し、外部機関とも連携でき
た。
・コロナ禍の制限緩和もあり、各行
事の充実が図られ、生徒の心の
育成ができた。

Ａ

・生徒の表情、言動などから小さ
な変化も見逃さず、全体での情報
共有を強化し、見守りと見届けを
継続する。
・生徒一人一人にやりがいと居場
所があり、自信を育む行事となる
ように、一層の工夫をしていく。

令和４年度評価　(１月１９日現在)

評価項目 具体的方策 評　価　指　標
Ａ＋Ｂの割合

達成状況
達
成
度

安心安全
な教育環境

次年度への課題と改善策
学校運営協議会の委員からの

意見・要望・評価等

組織運営
の充実

（小中一貫の視
点）

基礎学力
の定着

保護者や地域
との連携
（コミュニ

ティ・スクール
の視点）

社会性人間性
の育成

・学校教育目標の周
知と共有
・小中合同研修会の
実施による小中一貫
教育の推進

・主体的・対話的で
深い学びを目指した
授業研究会の実施
・自主学習への意欲
付けによる家庭学習
の習慣化


